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　2013 年も一般公開における地質分野ブースの有志企画

「ジオドクトル」を出展いたしました．この企画も 2009

年から開始して，今年で５回目を迎えます（住田ほか，

2010，2013）．出展の目的は「一般公開に来てくださる

市民の方々に地質関係ブースを網羅的に回っていただき，

地質に関する興味を持っていただくこと」，および「参加

者の感想をいただき，それをフィードバックさせてより良

い一般公開展示を目指す」ためです．

　地質分野のジオドクトルの参加ブースでは，事前に

「フィールドノート」として，各出展に関する資料やク

イズを用意していただきました（長ほか，2013；兼子

ほか，2013；山崎ほか，2013；吉川ほか，2013）．一

般公開当日には，参加者の方々にはスタンプラリー形式

で，ジオドクトルの参加ブースを回っていただき，ブース

2013 年産総研一般公開・チャレンジコーナー
「ジオドクトル 2013」実施報告
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第１図　�ジオドクトル 2013 証明書のデザイン．地質関連ブースを
回り「フィールドノート」を５枚以上集めた来場者に対し
て，名前を印刷した証明書を発行しました．

写真１　�ジオドクトル実施風景．ジオドクトルブースでは，ジオド
クトルのルール説明，証明書の発行，アンケートの回収お
よび，地質関連ブースの総合案内を行っています．

独自の「フィールドノート」や自分で割った石（竹内ほ

か，2013）を５点以上集めてジオドクトルブースに持っ

てきていただきました．ジオドクトルブースでは，集めた

「フィールドノート」をレールファイルにまとめてお渡し

し，同時に参加者の方々に感想・アンケートへの記入をお

願いしました（写真１）．そして回答したアンケートと引

き換えに「ジオドクトル参加証明書」を発行しました（第

１図）．

　フィールドノートは，表紙のみジオドクトルで一括して

作成しました（第２図）．例年フィールドノートの表紙に

はテーマを持たせており，2013 年は「茨城県のいろいろ

な石」というテーマで作成しました．近傍にお住まいの参

加者の方々に，身近な場所にも様々な石があることを知る

きっかけとしていただくことが狙いです．また，表紙には

GSJ 地質ニュース Vol. 2  No. 11（2013 年 11 月）     325



宮川歩夢　他

ブースの配置図を掲載し，複数のブースを効率的に回る補

助を目的としました．また，昨年度に引き続き（住田ほか，

2013），各ブースの難易度を掲載することで，参加者のブー

ス周りの参考にしていただきました．

　ジオドクトルでは例年少しずつ改善を重ねていますが，

今年は特に一般公開当日のジオドクトルブースの運営につ

いて工夫しました．フィールドノートを集めてきていただ

くという性質上，一般公開開始直後の午前中はまだフィー

ルドノートを集められず，ブースへの来場者は多くあり

ません．一方，一般公開終了直前の夕方には多くの方が各

ブースで集めたフィールドノートを持って来場されます．

そのため，一般公開終了間際には多くの来場者が集中し，

例年の 1~2 名の受付体制では来場者を待たせてしまうこ

とが問題として指摘されていました．そこで，2013 年は

シフト制にし，来場者の少ない午前中は２名でブース対応

し，来場者が多く見込まれる時間帯には３名程度で対応す

ることにしました．しかし，それでも来場者の集中する時

間帯には，アンケートの集計に手間取る等の不手際があり

ました．また，集中する時間帯が予想よりも長く続いたた

め，シフトで入った担当者が予定より長時間対応するなど

の問題が生じました．今後は，対応人数のみならず効率的

に対応するノウハウの蓄積など，ブース対応にさらなる工

夫が必要だと考えられます．また，昨年度の反省から「一

般公開当日のお役立ち案内情報（トイレ等）」を関係者に

事前に知らせておくとともに，案内のための資料・地図を

ブースに用意するなどの準備をしました．その結果，一般

公開当日には，トイレの案内やつくばサイエンススタンプ

ラリーといった別企画の受付の案内をスムーズに行うこと

ができました．今後もこのような地質分野の総合案内所と

しての役割をジオドクトルのブースで担えるよう努めたい

と思います．

　さて，2013 年のジオドクトル参加者ですが，例年と

同規模の 68 名となりました．この５年の推移をみると，

28 → 53 → 62 → 74 → 68 となります．また，昨年度か

ら “ リピーター ” が確認されており，2013 年も 12 名の

リピーター参加がありました．さらに，リピーターのうち

2 名は 3 年以上参加してくださっていたことがわかりまし

た．このことから，地質分野の一般公開ブースが毎年参加

したいと思っていただけるような内容になっていることを

確認するとともに，未だにほとんどの方が初参加というこ

とから，出展側もマンネリ化を懸念するよりも，継続的な

活動により多くの方にアウトリーチする必要があると言え

るかもしれません．

　アンケートは「ジオドクトル」に挑戦する子どもたちの

みならず，保護者の方にもご協力いただき，62 名の方か

ら貴重なご意見をいただきました．小学生向けのアンケー

第 2 図　�フィールドノートの表紙の一例．表紙左側には「茨城県のいろいろな石」というテーマでブー
ス毎に異なる岩石試料の情報を掲載しています．表紙右側にはジオドクトルのルールおよび
参加ブース一覧と地図を掲載しています．
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トでは，継続的に推移を把握するため，ここ 4 年間でき

るだけ設問を変えずに，また回答しやすくするために選択

式を採用しています．一例として，小学生以下の「難易度」

についてのアンケート結果を示します．昨年度まで増加傾

向にあった “ 簡単だった ” がわずかに減少し，“ 難しかった ”

が増加しています（第３図）． しかし，「興味」について

は “ 嫌になった ” が無くなり，“ 興味がわいた ” が増加し

ています（第４図）．難しかったという印象が増加したこ

とに関してはジオドクトルを説明する受付を対応した著者

としては，趣旨や内容をうまく伝えられなかった反省があ

ります．しかし，難しくても興味を持ってもらえたことに

は，産総研の一般公開として科学の “ 不思議さ ” ・“ 面白さ ”

を伝えられたのではないかと考えています．アンケートに

より，個別のブースについての感想もいただいております．

「石を割ってみよう」（竹内ほか，2013）や「地盤の揺れ

る様子を目の前で見てみよう！」（長ほか，2013）では実

際にからだを動かす出展については “ 印象に残った ” とい

う感想が多かったようです．「噴火のしくみが見えるシー

スルー火山実験」（山崎ほか，2013），「大規模自然災害を

実験で再現してみよう！」（吉川ほか，2013），「地球の熱

を上手に使おう―地熱と地中熱―」では，“ たくさん考え

た ” という感想が多く，参加者に積極的に考えてもいただ

けるような出展になっていることがわかります．「地震の

ときにおこる『地盤の液状化』」（兼子ほか，2013）や「地

震の起こる様子を目の前で見てみよう！」では，初めて見

たという意見が多く，研究所ならではの大型装置を使用し

た出展も人気のようです．また，「地下構造調査を成功さ

せろ！」では，“ かっこよかった ” といった感想があり，ブー

スで実際に調査用の作業着・ヘルメットを着用し，トラン

シーバーを利用できたことなどが，参加者には印象的だっ

たようです．しかし，別会場で実施されていた出展（「地

第３図　�アンケートでの「難易度」に関しての感想の推移．各年の
母数は，2010：44 名，2011：53 名，2012：52 名，2013：
58 名．

第４図　�アンケートでの「興味」に関しての感想の推移．各年の母
数は，2010：44 名，2011：53 名，2012：52 名，2013：58 名．

質ジオラマで地下を覗いてみよう」，「平野の地下の巨大な

凹み」，「石に光を通す　―岩石薄片の世界―」）などにつ

いては，ジオドクトル参加者が少なく，感想をアンケート

から収集することが困難でした．別会場で実施される出展

についても，地質分野の出展のパッケージとして積極的に

参加していただけるような工夫が必要のようです．これら

の結果を参加ブースと共有し，来年度以降の一般公開に活

かせるよう努めたいと思います． 
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